
                         

平成 28 年１月 20 日 

各位 

会 社 名 株 式 会 社 ア イ セ イ 薬 局

代 表 者 名 代表取締役社長  藤井  江美

証券コード 3 1 7 0 （ 東 証 Ｊ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ ）

問 合 せ 先 専務取締役 管理本部長 遠藤 義明
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特別利益・特別損失の計上及び平成28年３月期通期連結業績予想 
の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 28 年３月期において、下記のとおり特別利益及び特別損失を計上することになり

ましたので、お知らせいたしますとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 27 年５月 13 日

に公表しました平成 28 年３月期通期連結業績予想（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日）

を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．特別利益の内容 

当社は、平成 27 年８月 28 日付「再発防止策の進捗状況に関するお知らせ（経過報告）」に

おいて公表いたしましたとおり、岡村幸彦氏（以下、「前社長」という。）に対して、不適切な

会計処理により当社が被った損害（不適切な会計処理の実態解明のための調査、過年度の有価

証券報告書や決算短信等の訂正等に係る費用）の賠償を求めてまいりました。 

前社長との間で協議を行った結果、この度、①当社が上記損害として賠償請求しておりまし

た２億 29 百万円について、前社長が平成 28 年６月末日までにその全額を当社に支払うこと、

及び②上記①記載のほか、不適切な会計処理に関して相互に債権債務関係が一切存在しない旨

を当社及び前社長が確認することを本日付で合意したため、特別利益２億 29 百万円を平成 28

年３月期第４四半期に計上いたします。 

 

２．特別損失の内容 

平成 27 年 10 月 30 日付「特別損失の計上及び平成 28 年３月期第２四半期連結業績予想の修

正に関するお知らせ」にて特別損失の計上をお知らせしておりましたが、平成 28 年３月期通期

連結決算において、新たに特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

その内容は以下のとおりです。 

（１）減損損失 

当社は、既に１億 70 百万円の減損損失を計上しておりましたが、既存の店舗において、

主要応需医療機関が破産し、新たに引継いだ医療法人と連携について協議を続けておりま

したが、十分な収益を見込むことが難しいと判断したため当該店舗を撤退することとしま

した。そのため、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、平成 28 年３月期第３四半

期において減損損失３億 16 百万円を計上いたしました。 



                         

  （２）投資有価証券評価損 

    当社が保有する保有有価証券につき、経営成績及び財政状態を考慮し、当初想定してい

た収益を確保することが困難と判断したため、平成 28 年３月期第３四半期に投資有価証券

評価損 99 百万円を計上いたしました。 

（３）投資有価証券売却損 

    当社が保有する保有有価証券につき、保有資産の効率化と財務体質の強化を図るため、

当社及び当社子会社が保有する投資有価証券の一部を売却したことに伴い、平成 28 年３月

期第３四半期に投資有価証券売却損 47 百万円を計上いたしました。 

 

なお、平成 28 年３月期通期連結業績の特別損失は、上記を含めまして７億 60 百万円を計上

する見込みであります。 

 

３．平成 28 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想（Ａ） 58,208 1,613 1,344 597 261 円 28 銭

今回修正予想（Ｂ） 60,000 2,360 2,200 840 367 円１銭

増減額（Ｂ-Ａ） 1,792 746 855 242 －

増減率（％） 3.1 46.2 63.6 40.6 －

（ご参考）前期連結実績 

（平成 27 年３月期） 
55,210 1,684 1,521 209 91 円 90 銭

 

（修正の理由） 

  平成 28 年３月期の通期連結業績につきましては、売上高は調剤薬局事業の既存店の好調等に

より当初予想を上回る見込みであります。 

  利益につきましては、調剤薬局事業の好調及び経費削減に努めたこと等により、営業利益、

経常利益が当初予想を上回る見込みであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記２．に記載のとおり特別損失の計上

はありますが、上記１．記載の特別利益の計上及び経常利益の増加等により、当初予想を上回

る見込みであります。 

 

（注）上記の予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により、実際の数値と異なる可能性があります。 

以上 


